
サイクルラインの名称決定
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万博開催に向け、令和6年度中に計約120kmにおいて、
統一的な案内サイン等の整備を完了

◆国内外からの来訪者が安全、快適に自転車で府内各地を周遊できるよう、自転車通行環境を整備
◆本日、万博開催を契機に整備を進めている４つのサイクルラインの名称を公募等により決定

名称については、129名より応募があった中から、沿線市町や懇話会※の意見、

「地域をイメージしやすい」「親しみが持てる」などの観点を踏まえ、

関係する京都府、大阪市、堺市とともに、以下の通り決定

案内サイン
イメージ

※ 「サイクルルート名称決定に向けた懇話会」 （座長：嘉名光市 大阪公立大学大学院教授）

名 称 整 備 延 長

淀 川リバーサイド サイクルライン 約５０km

大和川リバーサイド サイクルライン 約２５km

石 川リバーサイド サイクルライン 約１５km

大 阪ベイサイ ド サイクルライン 約３０km
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◆令和６年「春の全国交通安全運動」を４月６日（土）～４月１５日（月）に実施

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動

● 日 時 令和６年４月５日（金）午前１１時～正午

● 内 容 三戸なつめさん等による交通安全教室、白バイ隊の出発式 など

● 場 所 大阪府庁本館 正面玄関前

大 阪 重 点 高齢者の交通事故防止

全 国 重 点 こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と
安全な横断方法の実践

歩行者優先意識の徹底と「思いやり・ゆずり合い」
運転の励行

自転車・電動キックボード等利用時のヘルメット着用と
交通ルールの遵守

スローガン 身につけよう 交通ルールと ヘルメット

三戸なつめさん出演のキャンペーンを開催
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高 齢 者 の 交 通 事 故 防 止
◆令和５年中の大阪府内における交通事故死者数は１４８人（前年比＋７人）
うち、高齢者の死者数は８１人 (前年比＋２４人）で全体の５４．７％を占める

● 高齢者の状態別死者数（令和５年中）

● 高齢者の原因別死者数（令和５年中）● 大阪府内の交通事故発生状況（令和５年中）

事 故 防 止 の ポ イ ン ト

● 加齢に伴う身体機能の変化を自覚し、安全な行動を心がけましょう。

● 道路を横断する時は横断歩道を利用し、ドライバー等の車両の運転者に対し、
横断する意思を伝える「ハンドサイン」を送りましょう。

● 自転車に乗る時は、交通事故の際に頭部への被害を軽減するヘルメットを被りましょう。

● 信号や一時停止等の交通ルールを必ず守り、安全確認を徹底しましょう。

※ 高齢者自身の１当と２当の合計人数

【自転車乗用中】【歩行中】

交通事故で亡くなった高齢者側にも多くの法令違反が認められる。

高齢者以外と比較し、歩行中が多い。

横断歩道外横断や信号無視等、道路横断時における
法令違反が多い。

安全不確認等の安全運転義務違反のほか、信号無視等の
交差点における法令違反が多い。

● 夕暮れ時や夜間は明るい色の服装に心がけ、反射材を活用しましょう。

歩行中

14 

20.9%

自転車乗用中

18 

26.9%

二輪車乗車中

24 

35.8%

自動車乗車中

11 

16.4%

【高齢者】 【高齢者以外】

前年比 前年比 構成率

25,951 ＋442 8,071 ＋216 31.1%

148 ＋7 81 ＋24 54.7%

30,097 ＋337 4,220 ＋24 14.0%

重傷 者数 3,057 ＋249 953 ＋49 31.2%

全体 高齢者

件 数

死 者 数

負 傷 者 数

歩行中と自転車乗用中で７割を超えている。

歩行中

40 

49.4%自転車乗用中

19 

23.5%

二輪車乗車中

12 

14.8%

自動車乗車中

8 

9.9%

その他 2 2.5%

横断歩道外横断

26.3%

信号無視

13.2%

踏切不注意 7.9%

横断禁止場所横断 2.6%駐停車車両の直前直後

横断 2.6%

通行区分 2.6%

その他の違反

7.9%

違反なし

36.8%
安全不確認

36.8%

運転操作不適

26.3%

信号無視

10.5%

一時不停止

5.3%

前方不注視

5.3%

通行禁止

5.3% 違反なし

10.5%
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【公民連携事業】「ちゃーんと朝ごはんキャンペーン」について

【協力企業】
大塚製薬・ファミリーマート

【実施内容】

＜ファミリーマートの店舗で実施＞

・「FamilyMartVision」で動画配信（約900店舗）

・ポスターやＰＯＰを掲出（約1350店舗）

・大阪府の管理栄養士が参加する
親子を対象とした食育体験を実施

・大塚製薬の商品や府啓発資料の配布

◆大阪府では食育推進計画に基づき、健康的な生活リズムや生活習慣を確立するための取組みを実施
◆なかでも大阪府の朝食欠食率は全国平均より高く、改善に向けた取組みを一層推進することが必要
◆そこで、ライフスタイルの変化が顕著な４月から６月までの間、新たに民間企業と連携し、
「ちゃーんと朝ごはんキャンペーン」として重点的な啓発活動等を展開し、朝食欠食の改善に取組む

大阪府 朝食欠食率 13.1％

＜平成30年 大阪府民の健康・栄養状況＞

全 国 朝食欠食率 11.1％

＜平成30年 国民健康・栄養調査報告＞

× ×
キャンペーンの取組み朝食欠食率

・必要なエネルギーを取ることができる

・体温を活動しやすい温度に上昇させる

・脳のエネルギーを補給する

朝食を食べると…

健康のために、ちゃーんと朝ごはんを食べましょう！

動画の一コマ

《啓発動画》 《食育教室》

《啓発ポスター》

【実施期間】
令和６年４月から６月に順次実施
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